
■問諮文化振興課（緯〈７７〉４４７７）

愛知県に伝わる伝統芸能、棒の手。安城市内で
は桜井町下谷のみに現存します。
桜井町下谷棒の手保存会会長の鈴木駿弥さん
（桜井町在住・２９歳）に話を聞きました。

永
禄
３（
１
５
６
０
）年
の
桶
狭
間
合
戦

で
敗
れ
た
今
川
方
の
家
臣
・
式
部
太
夫
が

下
谷
村
に
落
ち
延
び
、
農
民
に
自
衛
の
武

術
を
教
え
た
事
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
式
部

流
と
呼
ば
れ
ま
す
。
県
内
に
棒
の
手
の
流

派
は
多
数
あ
り
ま
す
が
、
式
部
流
は
下
谷

の
み
に
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

桜
井
町
下
谷
棒
の
手
保
存
会
の
現
在
の

主
な
活
動
は
、
下
谷
八
幡
宮
祭
礼（
９
月

第
２
掌
）、桜
井
神
社
祭
礼（

月
最
終
掌
）

１０

で
の
奉
納
演
武
で
す
。
芸
能
大
会
や
イ
ベ

ン
ト
で
も
演
武
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

桜井町下谷の棒の手を
しも や

守っていく。

棒
の
手
を
復
活
さ
せ
た
祖
父

桜
井
町
下
谷
の
棒
の
手
は
、
安
城
市

で
唯
一
現
存
す
る
棒
の
手
で
す
。
戦
中

戦
後
の
混
乱
で
い
っ
た
ん
途
絶

え
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
僕
の
祖

父
が
昭
和

年
頃
、
下
谷
の
仲

３０

間
と
再
生
に
向
け
て
奔
走
し
た

そ
う
で
す
。
祖
父
自
身
も
村
の

古
老
か
ら
演
武
の
指
導
を
受
け
、

後
に
子
ど
も
達
を
集
め
て
指
導
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

下
谷
で
は
、
小
学
生
に
な
る
と
多
く

の
子
が
棒
の
手
を
始
め
ま
す
。
秋
の
下

谷
の
祭
や
桜
井
神
社
で
の
奉
納
に
向
け

て
、
お
盆
頃
か
ら
下
谷
八
幡
宮
の
境
内

で
練
習
し
ま
す
。

後
継
者
と
し
て

小
学
生
の
頃
の
僕
に
と
っ
て
、

師
匠
だ
っ
た
祖
父
は
憧
れ
で
し
た
。

祖
父
に
追
い
つ
き
た
い
と
必
死
に

取
り
組
む
う
ち
に
、
跡
を
継
ぐ
ん

だ
と
い
う
思
い
が
自
然
に
芽
生
え

ま
し
た
。
小
学
校
卒
業
と
同
時
に

棒
の
手
を
辞
め
る
の
が
普
通
だ
っ

た
中
、
中
学
校
入
学
後
も
継
続
。

高
校
以
降
は
自
分
の
技
の
修
練
に

加
え
て
子
ど
も
達
の
指
導
を
始
め
、

日
本
史
を
専
攻
し
た
大
学
で
は
棒

の
手
に
つ
い
て
の
卒
論
も
書
き
ま

し
た
。
食
品
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
る

今
は
、
保
存
会
会
長
と
し
て
棒
の

手
の
保
存
・
伝
承
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

「
演
じ
る
」の
で
は
な
く
、「
戦
う
」

棒
の
手
は
型
を
伝
え
る
武
術
で
す
が
、

型
通
り
に
た
だ「
演
じ
る
」の
で
は
な
く
、

棒
の
手
が
本
来
持
つ「
戦
う
」と
い
う
意

味
を
僕
は
色
濃
く
表
現
し
た
い
。
見
て

い
る
人
に
僕
達
の
気
迫
が
伝
わ
る
よ
う

な
演
武
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
大
学
生

の
頃
か
ら
柔
術
、
剣
術
、
居
合
、
空
手

を
習
っ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
。

月
１０

の
桜
井
神
社
奉
納
で
は
、
祖
父
の
代
で

事
故
の
た
め
中
断
し
て
い
た
、
真
剣
で

の
演
武
の
復
活
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

下
谷
の
子
ど
も
達
に
伝
え
た
い
こ
と

僕
達
を
指
導
し
て
く
れ
た
祖
父
と
も

う
一
人
の
師
匠
は
、
亡
く
な
る
直
前
ま

で
棒
の
手
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
僕

も
目
指
す
と
こ
ろ
は
同
じ
で
す
。
生
涯

を
か
け
て
棒
の
手
を
伝
え
続
け
て
い
き

た
い
。
た
と
え
小
学
生
の
間
と
い
う
い

っ
と
き
の
経
験
で
も
、
下
谷
の
皆
さ
ん

の
応
援
を
受
け
な
が
ら
地
域
の
伝
統
を

担
う
経
験
は
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
決

し
て
無
駄
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

後
継
者
が
育
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い

つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
、
子
ど
も

達
へ
の
指
導
、
棒
の
手
の
伝
承
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
桜
井
町
下
谷
の
棒
の
手
】

桜
井
町
下
谷
棒
の
手
保
存
会
総
勢

名
４０

強
が
演
武
を
奉
納
し
ま
す
。
勇
壮
な
演
武

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時

月

日
掌
第
一
部
止
午
前

１０

２７

１１

時

分

第
二
部
止
午
後
２
時

分

３０

３０

※
時
間
は
前
後
す
る
場
合
有
。
小
雨
決
行
。

●
場
所

桜
井
神
社（
桜
井
町
）

今
年
も
桜
井
神
社
祭
礼
で

奉
納
演
武

広報あんじょう 2019.10.15貨

延
べ
７
５
９
０
人
、
１
万
１
８

２
８
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す（
敬

称
略
）。
月

日
掌
午
後
１
時

１１

２４

３０

分
か
ら
市
民
会
館
で
開
催
す
る
発

表
大
会
に
て
表
彰
し
ま
す
。

■
安
城
市
長
賞

●
俳
句（
一
般
の
部
／
小
・
中
学

生
の
部
）

三
浦
政
三（
古
井
町
）「
絵
手
紙
に

ま
さ
み

虹
の
匂
い
の
残
る
な
り
」

阿
比

あ

び

留
司（
安
城
西
中
）「
炎
天
下

る

ホ
イ
ッ
ス
ル
の
音
鳴
り
ひ
び
く
」

●
短
歌（
一
般
の
部
／
小
・
中
学

生
の
部
）

粟
谷
昭
二（
篠
目
町
）「
裏
木
戸
に

あ
わ
や

泥
つ
き
大
根
置
い
て
あ
り
メ
モ
に

一
筆
風
呂
吹
き
が
良
し
と
」

北
川
正
宗（
安
城
西
中
）「
砂
浜
に

沈
み
こ
ま
せ
る
松
葉
づ
え
入
り
た

い
な
と
海
を
な
が
め
て
」

■
安
城
市
長
賞
以
外
の
表
彰
者

下
表
の
と
お
り
。

■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７
安
城
文
化
協
会

（
緯〈

〉６
０
６
６
）

７４

第

回
市
民
文
芸
ま
つ
り

３１
優
秀
作
品
を
決
定

短歌俳句
小・中学生の部一般の部小・中学生の部一般の部

橋本杏紫（安城北中）
あん じ

廣浦幸子（新田町）野村乃吾（梨の里小）
の わ

長坂敏彦（池浦町）安城市議会議長賞

劉
りゅう

家馨（祥南小）
ちゃしん

齊藤清子（榎前町）甲斐梨乃（桜井中）、
小林千紗（桜井中）

粟谷昭二（篠目町）、
齊藤清子（榎前町）安城市教育委員会賞

秋田依里（明祥中）
え り

神谷厚（高棚町）矢野伊織（安城南中）、
杉﨑遥斗（安城西中）

はる と
神谷妙子（高棚町）、
廣浦幸子（新田町）

ゆき こ安城文化協会賞

矢野弥優（安祥中）
み ゆう

鈴木みち子（緑町）杉本陽高（篠目中）、
ひ だか

石川大翔（安祥中）
ひろ と

杉浦眞由美（東町）、
八木勝代（東町）安城市観光協会賞

商店街スタンプラリー
商店街の参加店を巡るスタンプラリー。ゴールを

すると大ビンゴ大会に参加できます。
●開催期間 １０月１８日晶～２６日松

※台紙は参加店舗で配布。参加店舗等詳細は安城ま
ちなか情報館HPを参照してください。

●ゴール開設 日時施１０月２６日午前１０時～午後２時
場所施JR安城駅南側ホコ天会場、碧海信用金庫南安
城支店駐車場会場
●大ビンゴ大会 日時施１０月２６日午後３時 場所施

碧海信用金庫本店前会場

■秋の安城いいもん市
安城を代表するグルメや安城名物が勢ぞろいしま

す。新発売の「きーぼーどら焼き」が初お目見えする
他、ふれあい動物園やふわふわ遊具も登場します。

また、オリジナルノートとハンカチがもらえたり、
南吉の下宿先の家主大見氏から南吉の裏話等が聞け
たりする「南吉ウォークラリー強化DAY！」も開催。
●時間 午前１０時～午後４時
●場所 アンフォーレ本館、願いごと広場
●問合せ 秋の安城いいもん市施安城プロモーショ
ンズ（アンフォーレ総合案内／緯〈７６〉１４００）、南吉ウォ
ークラリー強化DAY！施アンフォーレ課（緯〈７６〉６１１１）

■ホコ天きーぼー市 秋のサンクス拡大版
●問合せ 特に記載のあるものを除き、叙安城スタ
イル（緯〈７３〉９５１１）、市商工課（緯〈７１〉２２３５）
JR安城駅南側ホコ天会場（御幸本町）
●時間 午前１０時～午後４時
●内容 子どもの遊び場（懐かしの手作りおもちゃ）、
商店街アイドル「看板娘。」等のステージイベント、
地元産野菜・特産品・ハンドクラフトグッズの販売等
碧海信用金庫南安城支店駐車場会場（日の出町）
●時間 午前１０時～午後２時
●内容 ステージイベント、商店街のグルメ販売
追田公園会場（朝日町）
●時間 午後１時３０分
●内容 ぜんざいのふるまい（なくなり次第終了）
碧海信用金庫本店前会場（御幸本町）

農村生活アドバイザーによる地元産野菜の販売・
調理法のアドバイスに加え、午前１０時３０分から食育
紙芝居を上演します。
●時間 午前９時（商品がなくなり次第終了）
●問合せ 農務課（緯〈７１〉２２３３）
あんくるバス乗車券プレゼント

会場で買い物をした人に、当日から次回のホコ天
きーぼー市開催日まで利用できる乗車券を２枚進呈。
●問合せ 都市計画課（緯〈７１〉２２４３）

JJRR安安城駅南側を歩行者城駅南側を歩行者天天国にして開催してい国にして開催しているる「ホコ「ホコ天きーぼー市」。天きーぼー市」。１０１０月は会場を拡大月は会場を拡大
しし、、スタンプラスタンプラリリー等特別なイベントを開催しますー等特別なイベントを開催します。。アンフォーレではアンフォーレでは「秋「秋の安城いいもの安城いいも
ん市」、ミん市」、ミュュージージカル「神様の願いごと」カル「神様の願いごと」、、JJRR安安城城駅を起点に駅を起点にJJRRさわやかウォーさわやかウォーキングが同時キングが同時
開開催催されまされますす。。

◆本紙１０月１日号１０ページ「トピック「ソフトボールの聖地」への第一歩！」に誤りがありました。お詫びして訂正します。
大会結果の観客数 正施１万２７７０人 誤施１万１５００人


